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昭和５８年　廉売市の様子

平成２８年　現在の廉売市の様子

広報せき 2017.5

昭和４３年　第１回刃物まつり
優秀刃物選奨展（旧文化会館）

昭和４５年　第３回刃物まつり
廉売市を善光寺下の日吉通りで行う

昭和４７年　第５回刃物まつり
廉売市を吉田観音参道で行う

昭和５６年
本町通りでの廉売市
※開催場所が本町通りに
固定したのは昭和５２年
から

スイスのデザイナーとコラボレーションした
日本刀を展示します

昭和43 年に産声を上げた「刃物まつり」。
記念すべき第１回は旧文化会館を主会場として開催さ
れ、廉売市出展者数は33軒でした。
その後、刃物まつりは会場を変えながらも毎年開催さ
れ続け、いつしか出展者数が 60 軒を超えるほどに成
長し、世界に誇るまつりへと成長していきました。そし

て、本年、記念すべき第50回目の開催を迎えます。
第50回刃物まつりでは、半世紀にもわたる歴史を振り返るとともに今後のさら
なる発展を願い、人々の記憶に残るまつりとなるよう、市民総ぐるみで盛り上げ
ていきましょう！
刃物まつり開催（10月7日 -8日）までの半年間は、“刃物のまち”ならではの

イベントやおもてなしで、まつり開催を待ちわびる
機運が高まるよう、関市全体でPRしていきます。
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第 20 回刃物まつり開催時
（昭和 62 年 10 月10 日）に埋設された
タイプカプセルを掘り起こします。
何が入っているのかはお楽しみ！

※タイムカプセルは、
直径６０センチ
高さ４５センチの円筒型。中には、当時の目玉商品やパンフレットが！！

刃物まつり “ 思い出写真展 ” を開催。

恒例の刃物大廉売市や古式日本刀鍛錬一般公開など、

歳月の移り変わりを記録した懐か

しい写真とポスターを展示し５０年

間を振り返ります。

思い出の写真とポスターで「刃物まつり」の
５０年間を振り返ります。

第10回刃物まつりのポスター

第７２代横綱　稀勢の里
　　土俵入りの太刀

幻の名刀「蛍丸」の写し

土俵入りのパネル展示と共に、太刀を公開します

クラウドファンディングで復活した
名刀「蛍丸」を展示します

スイスのデザイナーとコラボレーションした
日本刀を展示します

開催期間

9月下旬～
10月上旬
（予定）

「刃物のまち 関市」のルーツ、関鍛冶の歴史を感じられる企画展を開催します。

関鍛冶の刀祖「元重」の太刀から現代刀まで
歴代関鍛冶の刀を展示
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第４回はもけん 開催期間

8月3 0日（ 水）頃
～

 ９月2 5日（ 月）頃
（ 予定 ）

開催場所 ： 金山総合駅 アスナル金山

開催場所 ： 関鍛冶伝承館 2階

天文 12 年（1543 年）、種子島にポルトガル人を乗せた一
隻の船が漂着し、火縄銃が日本にもたらされました。この
誰もが知る歴史舞台に、関の刀鍛冶が関わっていたことを
ご存知ですか。
鹿児島県西之表市より「伝八板金兵衛清定作火縄銃」の
レプリカをお借りするとともに、日本における鉄砲コレク
ションの第一人者でもある澤田平氏のご協力による作品を
展示します。

伝八板金兵衛清定作火縄銃

ポルトガル初伝銃

刃物廉売市、包丁研ぎ、関アウトドアナイフ部会による販売

申込み
７月３日（月）～

実施日
９月２４日（日）

関鍛冶の技術を契機として繁栄した
　鉄砲の歴史や技術性に触れる。

鹿児島県西之表市指定文化財

所有者：種子島時邦氏

鹿児島県指定文化財

所有者：種子島時邦氏

包丁、はさみ、カミソリ、つめきり、ナイフ・・・
私たちの身の回りにはたくさんの刃物があり、
それらはすべて生活のさまざまなシーンで活躍し
ている便利な道具です。
そんな刃物について正しい使い方や種類、歴史
などみなさんはどれぐらい知っていますか？
この「刃物検定」は、身近な道具だけれど、
まだまだ知らない秘密がいっぱいの刃物につい
て、楽しみなが
ら学ぶ検定です。
刃物の知識に自
信 が な い・・・
という方でも大
丈夫！
この検定をきっ
かけに、刃物に
ついて学んでみ
ませんか？
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幻の名刀雲揚羽 × リアル謎解きゲーム　

日本刀 × カチカチアイス　

※と〜けんアイス プロジェクト

　は市内企業で構成する

　「刀剣アイスを創る会」が

　実販売に向け、オール・関で

　取り組む新たな試みです。

×
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関市観光アプリ『雲揚羽 KUMOAGEHA』を活用したオ
リジナルの体験型謎解きイベント。
専用の解答用紙（地図）を片手に関市を巡り、指定され
た箇所で情報（ヒント）を集めます。
集めた情報を基に謎を解き明かし、オリジナル商品を
ゲットしよう！！

７月下旬～
８月下旬

  （予定）

開催期間

関市のまちに隠された謎を解き明かし 雲揚羽の真実に迫れ！

※雨天の場合は、開催されません。※開催日程が変更となる場合があります。
事前に関鍛冶伝承館でご確認ください。
関鍛冶伝承館（関市南春日町 9-1）TEL0575-23-3825

昨年、関市が製作した謎解き観光アプリ

「KUMOAGEHA」のキャラクターたちが、

実際に関市に参上します。

関鍛冶伝承館を中心に、古式日本刀鍛錬

の一般公開日や観光イベントで、オリジナ

ルストーリーショーを繰り広げます。

毎月第 1 日曜日
午前 11時 30 分・

午後 2 時の
2 回

開催日時

2016 第 3 回ジュニアビジネスプランコンテストで

関市長賞を受賞した「日本刀アイス」のアイデアを

もとに、関市内の企業家たちが商品化に挑戦！

発案者である関商工高校の生徒たちの思いを実現

するため、現在、プロジェクトが進行中！！　

モノづくりのまち関市ならでは

のつながりで、日本に唯一の

オリジナルアイスが登場か !?

と 〜 　 け ん

 古式日本刀鍛錬によって生み出される
 「折れず、曲がらず、よく切れる」と称される日本刀。 ついに、あのカチカチアイスとのコラボが実現か！？ 刃物まつりの呼び物として、「日本刀アイス」が 登場します !  この衝撃、見逃すな！！

※商品イメージ

←←←
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